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・第11回山形ビッグウイングフェスティバル

特集
・  「当たり前」ではなく「貴重」な樹氷
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次
の
条
件
が
重
な
る
こ
と
で
樹
氷
に
な
り
ま
す
。

・
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
で
あ
る
こ
と
（
他
の
種
類
で
も
樹
氷
に
な
る
可
能
性
あ
り
）

・
風
速
10
～
15
ｍ
の
強
風
が
吹
く
こ
と

・
過
冷
却
さ
れ
た
水
滴
が
吹
き
付
け
ら
れ
る
こ
と

・
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
10
～
15
℃
に
な
る
こ
と

・
雪
が
多
く
降
る
こ
と

　
こ
れ
ら
複
数
の
条
件
が
そ
ろ
い
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
に
過
冷
却
さ
れ
た
水
滴
や
雪
が

吹
き
付
け
ら
れ
、
何
重
に
も
凍
結
し
て
い
く
こ
と
で
樹
氷
が
作
ら
れ
ま
す
。

　
樹
氷
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
２
つ
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
虫
に
よ
る
被
害
で
す
。
ト
ウ
ヒ
ツ
ヅ
リ
ヒ
メ
ハ
マ
キ
と
い
う
「
ガ
」

の
一
種
が
２
０
１
３
～
１
６
年
に
大
量
発
生
し
、
そ
の
幼
虫
が
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
葉

「
貴
重
」と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん

「
樹
氷
が
で
き
る
条
件
」

樹
氷
の
天
敵「
虫
」と「
地
球
温
暖
化
」

　「
当
た
り
前
」で
は
な
く「
貴
重
」な
樹
氷

　
樹
氷
が
貴
重
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。
複
数
の
条
件
が

重
な
っ
た
美
し
い
自
然
現
象
と
し
て
、
一
目
見
よ
う
と
全
国
、
世
界
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
そ
ん
な
貴
重
な
樹
氷
が
、
地
球
温
暖
化
で
木
に

氷
が
付
か
な
い
、
害
虫
に
よ
っ
て
樹
氷
に
な
る
木
が
枯
れ
る
等
が
原
因
で
、

全
国
的
に
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
樹
氷
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

日
本
で
５
カ
所
ほ
ど
。
蔵
王
も
、
樹
氷
に
な
る
木
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
枯
損

が
増
加
し
て
お
り
、
も
し
か
し
た
ら
い
ず
れ
樹
氷
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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を
食
べ
、
葉
が
茶
色
に
変
色
す
る
な
ど
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
木
が
弱
り
ま
し
た
。
木
が

弱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
キ
ク
イ
ム
シ
が
飛
来
し
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
幹
を
食
べ
て
複

数
の
穴
が
開
く
な
ど
し
て
、
枯
損
木
が
広
が
り
ま
し
た
。
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
枝
や
葉

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
樹
氷
が
で
き
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
も
樹
氷
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
で
き
た
と
し
て
も
小
さ
い
樹
氷
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
で
す
。
蔵
王
の
気
温
が
高
い
日
が
増
え
た

り
、
春
一
番
な
ど
の
暖
か
い
風
が
吹
き
付
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
が

凍
結
し
な
い
、
氷
が
崩
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
温
が
15
℃

を
超
え
る
と
飛
翔
す
る
性
質
の
キ
ク
イ
ム
シ
が
飛
び
回
っ
て
枯
損
木
が
広
が
っ
た
の

も
、
蔵
王
の
気
温
が
年
間
を
通
し
て
15
℃
を
超
え
る
日
が
増
え
た
こ
と
が
原
因
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
樹
氷
の
再
生
に
向
け
て
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
植
樹
や
種
か
ら
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
を
育

て
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
植
樹
し
た
木
で
も
樹
氷
が
で
き
る
よ
う
な
大
き
さ
に

成
長
す
る
ま
で
何
十
年
も
か
か
り
ま
す
。
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
を
増
や
し
て
い
く
だ
け
で

は
な
く
、
何
十
年
も
先
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
が
成
長
す
る
ま
で
守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、

世
代
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
樹
氷
の
再
生
に
向
け
て
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
樹
氷
を
見
に
行
く
こ
と
は
、
そ
の
魅
力
を
次
世
代
へ
伝
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、
自
然
の
力
で
偶
然
で
き
る
神
秘
的
な
光
景
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。初
め
て
樹
氷
を
見
た
観
光
客
の
声
も
聞
こ
え
て
、樹
氷
が「
貴
重
」で
、

地
元
に
あ
る
こ
と
に
対
し
て「
誇
り
」や「
宝
」だ
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
発
信
さ
れ
る
樹
氷
を
見
て
、
今
年
も
樹
氷
が
で
き
た
と
写
真

や
映
像
で
満
足
せ
ず
に
、
ぜ
ひ
樹
氷
の
「
今
」
を
見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

何
十
年
と
か
か
る
樹
氷
の
再
生
へ

樹
氷
の
今
を
見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

▲オオシラビソの枯損が深刻な▲
蔵王ロープウェイ地蔵山頂駅周辺

▲トドマツノキクイムシによる食害で　
　穴の開いたオオシラビソの幹
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樹氷を次世代へ
　樹氷保護、魅力発信のための活動として、蔵王温泉観光協会による「樹氷のレプリカ」
作りが蔵王第三小学校・第二中学校で行われました。蔵王温泉観光協会の方から最初に、
地球温暖化による雪の減少で樹氷にも影響がでていることや樹氷の作られ方の話があり、
生徒たちは「樹氷の現状」について学びました。
　その後の樹氷のレプリカ作りでは、発泡スチロールを手でちぎったり、フォーク等で削
ったり、おのおの好きな形の樹氷を想像しながらレプリカを作りました。

　蔵王温泉観光協会事務局長・黒崎 広宣氏は、「オオシラビソを移植したり、種から育て
たりして樹氷の再生をしていくためには、何十年とかかります。樹氷が再生するまで活動
を続けていくためにも、こうした活動を通して次世代へ樹氷の現状と魅力を伝えていけれ
ばと思っています。」と次世代へ樹氷をつないでいく決意を語りました。

蔵王第三小学校・第二中学校で「樹氷のレプリカ」作り
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�時　 �令和７年１月５日㈰・
 　�12日㈰午前９時30分～

午後３時
�所　 蔵王温泉スキー場
�対　 �小学生各日先着30人
�費　 �5,500円（昼食代、リフ

ト代、傷害保険料込み）
�持　 スノーボード用具一式
�申　 �12月１日～15日に、ス

ポーツ協会ホームページ
で

�問　 �スポーツ協会
　  ☎687-1789

�時　 �随時
�所　 蔵王体育館会議室
�費　 �1,500円（材料代）
�申　 �電話で蔵王温泉観光協

会へ
※�詳しくは、蔵王温泉観光

協会（☎694-9876）へ。

�時　 �12月27日㈮～令和７年１月５日㈰・10日㈮～12日㈰・17
日㈮～19日㈰・24日㈮～27日㈪・31日㈮～２月３日㈪・
７日㈮～10日㈪・14日㈮～17日㈪・21日㈮～23日（日・祝）

　 午後５時～９時
�所　 蔵王ロープウェイ蔵王山麓駅周辺
�費　 �4,200円（小学生2,100円、未就学児無料）
※詳しくは、蔵王ロープウェイ蔵王山麓駅（☎694-9518）へ。

　樹氷を形づくるオオシラビソ林を再生させるため寄付を
受け付けています。
　いただいた寄付は、オオシラビソの苗木の育成や移植活
動等への支援、再生のための活動を支援する気運の醸成に
関する活動に活用しています。
※�詳しくは、樹氷復活県民会議ホームページまたは県

環境エネルギー部みどり自然課（☎630-2207）へ。

�時　 �令和７年１月18日㈯・19日㈰・25日㈯・26日㈰、
２月11日（火・祝）・24日（月・振休）、３月１日㈯・
２日㈰・８日㈯・９日㈰・15日㈯・16日㈰・
20日（木・祝）・22日㈯・23日㈰

�対　 �中学生以下
※詳しくは、 �蔵王温泉観光協会（☎694-9328）へ。

�時　 �令和７年１月５日㈰・
12日㈰

　 �午前９時30分～
 　午後３時
�所　 蔵王温泉スキー場
�対　 �小学生以上各日先着

50人
�費　 �中学生以上4,000円、

小学生5,500円
※�小学生は昼食代、リフ

ト代、傷害保険料込
み。

�持　 スキー用具一式
�申　 �12月１日～15日に、

スポーツ協会ホーム
ページで

�問　 �スポーツ協会
　 ☎687-1789

�費　 �6,600円（小学生以
下3,300円）

※�詳しくは、山交バス営
業部乗合課（☎647-
5172）へ。

�時　 �12月14日㈯午前11時～
�所　 蔵王温泉スキー場上の台ゲレンデ
�内　 �安全祈願、蔵王天

て ん

狗
ぐ

や蔵王スキーパトロール隊の
初滑り

�問　 �観光戦略課　☎内線421

スノーボード体験
スクール

「樹氷」クラフト
ワークショップ

樹氷ライトアップ

　発泡スチロールを手や
スプーンで削って理想の
樹氷を作ろう。

スキーこどもの日

市民スキー教室

樹氷観賞乗車券
バス+ロープウエーセット

蔵王温泉スキー場開き

冬は蔵王へ冬は蔵王へ
遊びに遊びに
行こう！行こう！

　山形駅～蔵王温泉バス
ターミナル間のバス往復
券と蔵王ロープウェイ往
復券がセットになったチ
ケットです。山交バス山
形駅前案内所で購入でき
ます。

�時　 �樹氷ライトアップと同日
　 午後5時～、午後6時～、午後7時～、午後8時～
 　（20分前集合）
�所　 蔵王ロープウェイ蔵王山麓駅出発
�費　 �7,000円（小学生以下5,000円）
※詳しくは、蔵王ロープウェイ蔵王山麓駅（☎694-9518）へ。

ナイトクルーザー号で行く
「樹氷幻想回廊ツアー」

樹氷復活県民会議

樹氷復活・育成応援基金（寄付の受け付け）

　オオシラビソ林を再生し、県民の宝である樹氷の景観を
復活させることを目的に2023年３月に設立されました。
　林野庁東北森林管理局が行うオオシラビソ林再生に向け
た取り組みへの支援、県民による自然環境の大切さを考え、
持続可能な社会の実現に取り組む機運の醸成を推進してい
ます。

　全山共通1日券が1,000円に！
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〇合理的配慮の提供には対話が大切です
　困っていることや必要な配慮は、一人一人違います。困っている様子に気付いたときには、「何かお困りですか？」「お
手伝いしますか？」と、一声掛けてください。
　障がいのある方からの申し出への対応が難しい場合でも、障がいのある方と事業者等がお互いの事情や考えを伝え合い、
理解に努め、別の方法で対応できないか相談するなど、対話をしながら一緒に対応を検討していくことが大切です。

〇不当な差別的取り扱いや合理的配慮の提供などの具体例を、障がい種別や場面に応じて検索できます

　「障害者差別解消に関する事例データベース」（内閣府）

〇合理的配慮の提供など、障害者差別解消法の考え方を事例動画などで確認できます

「障害者の差別解消に向けた理解促進ポータルサイト」（内閣府）

　法律や山形市の条例で、正当な理由がなく、障がいがあるという理由だけで、障がいのない方よりも不利な扱いを
すること（不当な差別的取り扱い）を禁止し、障がいのある方への合理的配慮の提供を求めています。
　合理的配慮の提供とは、障がいのある方から「社会的なバリア（障壁）を取り除いてほしい」旨の申し出があった
ときに、負担が重すぎない範囲で、障がいの特性や状況に合わせて必要な対応をすることです。
　４月１日から、事業者の合理的配慮の提供が「努力義務」から「義務」になりました。
※事業者には個人事業主やボランティア活動をするグループなども含まれます。

車椅子を使用する方な
ど高いところに手が届
きにくい方のために、
商品を手に取って渡す。

視覚障がいのある方に
書類やメニューなどを
読み上げて内容を伝え
る。

電話での問い合わせ
が難しい方のために、
FAXやメールでも問い
合わせできるようにす
る。

知的障がいのある方な
どのため、書類にふり
がなを付けたり、分か
りやすい表現を使って
説明する。

　12月３日～９日は「障がい者週間」、12月は「山形県障がい者差別解消強化月間」です。
障がいや障がいのある方に対する理解を深めましょう。

　ここで言う障がいのある方は、身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含みます）、難病、その他心身の機能に障がい
のある方で、日常生活や社会生活に相当な制限を受ける状態の方です。障がい者手帳等の有無は問いません。

�問　 障がい福祉課　☎内線397　　632-7091
shogai@city.yamagata-yamagata.lg.jp

障がいのある人もない人も
共に支え合う山形市をつくろう
～「地域共生社会」の実現を目指して～

合理的配慮の具体例

障がいのある方への「合理的配慮の提供」を行いましょう
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ヘルプカード・ヘルプマークを知っていますか？

（点灯イメージ）

　市役所庁舎内に、視覚障がいのあ
る方向け支援アプリ「ナビレンス」
に対応するタグを増設しました。　
「ナビレンス」は、専用アプリでタ
グを読み込むことで目的地までの距
離や方向を音声で案内するも
のです。ぜひご活用ください。

　障がいのある方の社会参加を促す「イエロ
ーリボン運動」にちなみ、障がい者週間中、
霞城セントラル最上階（12月３日～９日）と
やまがたクリエイティブシティセンターＱ１
のモニュメント（12月６日～９日）がシンボ
ルカラーのイエローにライトアップします。
ぜひご覧ください。

　自分の連絡先や協力してもらいたいことなどが
書かれたカードです。何かあったときや困ったと
きなどに周りの人に協力や心配りをお願いするた
めのものです。

　支援を必要としている人が、かばんな
どの持ち物に付けて、周りの人に協力や
心配りを必要としていることを知らせる
ためのものです。

【配布対象者】障がいのある方などで希望する方（障がい者手帳等の有無は問いません）

提示を受けた方や見掛けた方は、できる範囲
での手助けや対応をお願いします

手話で大切なのは、「相手に伝えようとする気持ち」と「相手が伝えたいことを分かろうとする気
持ち」です。失敗を恐れず、進んでチャレンジしましょう。

ワンポイント手話

「ナビレンス」に対応する
タグを増設しました

霞城セントラル最上階とやまがたクリエイティブシ
ティセンターＱ１のモニュメントをライトアップ！

市役所２階障がい福祉課、
市内６カ所の相談支援事業所など

市役所２階障がい福祉課、
県障がい福祉課、
村山総合支庁地域健康福祉課
など

ヘルプカードって？ ヘルプマークって？

配布
場所

手話を使ってみよう～病気や災害のときなどに使える手話～

心配そうに首をかしげ、
右手の親指以外の４本
の指先を左胸から右胸
の順に当てる。

両手の手のひらを胸の辺りで上に
向けて、左右同時に前後に動かす。

左手の手のひらを胸の辺りで下に向
け、それを乗り越えるように指を開
いた右手を前に出す。

両手の指を軽く
曲げて上下に並
べ、２回胸に当
てる。

両手を握り、走
って逃げるよ
うに交互に素
早く腕を振る。

詳しくはこちら ▲

配布
場所

大丈夫？

地震 津波

危ない 逃げる

ふりがなが

ふりがなが

7 2024.12.1



消防団について、詳しくはこちら

▲

校
舎
の
壁
や
廊
下
へ
思
い
思
い
の
文
字
を
書

い
て
い
き
、
巨
大
な
書
道
ア
ー
ト
作
品
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
は
、
市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
近
々
公
開
予
定
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

俳
句
を
詠
み
合
い
、
互
い
の
俳
句
に
込
め
ら

れ
た
思
い
や
解
釈
に
つ
い
て
鑑
賞
デ
ィ
ベ
ー
ト

し
た
俳
句
合
戦
。
観
戦
者
は
、
季
語
を
通
し

て
身
の
回
り
の
こ
と
を
よ
り
情
感
豊
か
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
俳
句
の
魅
力
と
高
校
生

た
ち
の
白
熱
し
た
戦
い
を
堪
能
し
ま
し
た
。

17
音
に
思
い
を
乗
せ
て　
東
南
俳
句
合
戦
２
０
２
４

　
10
月
26
日
に
、
や
ま
が
た
秋
の
芸
術
祭
の

一
つ
、
東
南
俳
句
合
戦
２
０
２
４
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
全
国
高
等
学
校
俳
句
選
手
権
大
会
（
俳
句

甲
子
園
）
に
出
場
し
た
山
形
東
高
校
と
、
山

形
南
高
校
の
文
芸
部
生
徒
が
兼
題
に
対
し
て

稚
園
の
園
児
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
も
行
わ
れ
、

音
楽
を
通
し
て
消
防
団
の
活
動
や
防
火
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
は
随
時
募
集
中
で
す
。
入
団
要

件
や
活
動
内
容
等
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
10
日
、
山
形
テ
ル
サ
で
第
31
回
山
形

市
消
防
団
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
子
ど
も
向
け
の
楽
曲
や
懐
か
し
の

ア
イ
ド
ル
ソ
ン
グ
な
ど
多
種
多
様
な
ジ
ャ
ン

ル
の
曲
を
演
奏
。
そ
の
ほ
か
、
竹
田
西
部
幼

音
楽
を
通
じ
て
火
災
か
ら
市
民
を
守
る

　
間
も
な
く
解
体
が
始
ま
る
西
山
形
小
学
校

の
旧
校
舎
を
活
用
し
た
「
書
道
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
」
が
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
書
道
家
の
未み

來く

さ
ん
が
企
画
し
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、市
内
外
か
ら
約
80
人
が
集
結
。

学
校
全
体
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
参
加
者
全
員
が

西
山
形
小
学
校
の
旧
校
舎
で
書
道
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！
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グ
ル
ン
・
ラ
ン
ジ
ー
タ
さ
ん

山
形
人
権
擁
護

　
　
　委
員
会
会
長

未
来
を
ひ
ら
くと

タ
マ
ン
・
レ
ビ
タ
さ
ん

ス
ズ
キ
ハ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社 人
企
業

　
た
く
さ
ん
あ
る
山
形
市
の
企
業
の
魅
力
を
、
そ
こ
で
働
く
若
手
社
員
が

生
き
生
き
と
活
躍
す
る
様
子
を
通
じ
て
、
広
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

▲写真左から、タマンさん、グルンさん

スズキハイテック　
株式会社　

ホームページ

▲

　スズキハイテック株式会社は、大正３
年創業のメッキによる表面処理を行って
いる会社です。多様性を経営戦略にし、
外国籍の方の雇用に力を入れています。
令和２年度には、多様な人材の能力を生
かし、価値創造につなげている企業を表
彰する、経産省の「新・ダイバーシティ
経営企業100選」を受賞しました。

9 2024.12.1

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
文
化
の
違
い
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
新
し
い
技
術
開
発

に
つ
な
が
り
、
令
和
５
年
度
の
売
り
上
げ

が
令
和
元
年
度
の
約
４
倍
に
な
っ
た
ス
ズ

キ
ハ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
。
日
本
人
の
社

員
が
外
国
籍
の
社
員
に
分
か
り
や
す
い
説

明
を
し
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
る
な
ど
の

成
果
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
品
質
管
理
部
で
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
働
く
入
社
２
年
目
の
グ
ル

ン
・
ラ
ン
ジ
ー
タ
さ
ん
、
タ
マ
ン
・
レ
ビ

タ
さ
ん
（
共
に
ネ
パ
ー
ル
出
身
）
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
入
社
の
き
っ
か
け
は

タ
マ
ン　

私
た
ち
は
、
来
日
し
て
６
年
に

な
り
ま
す
。
専
門
学
校
の
先
生
に
弊
社
を

就
職
先
と
し
て
勧
め
ら
れ
、
同
じ
専
門
学

校
の
卒
業
生
や
母
国
の
先
輩
が
多
く
働
い

て
い
る
こ
と
、
何
よ
り
採
用
基
準
が
日
本

語
能
力
の
高
さ
で
は
な
く
、
働
く
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
入
社

の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

―�

実
際
に
入
社
し
て
働
き
や
す
い
と
思
う

と
こ
ろ
は

グ
ル
ン　

社
員
全
員
が
仕
事
に
対
し
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
と
こ
ろ

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
方
が
働
い
て

い
ま
す
が
、
国
や
文
化
の
違
い
に
よ
る
不

便
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鈴

木
社
長
が
私
た
ち
一
人
一
人
に
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
る
の
で
、
困
っ
た
と
き
に
す
ぐ

相
談
で
き
安
心
し
て
働
け
ま
す
。

―�

こ
の
会
社
で
働
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ

る
と
こ
ろ
は

タ
マ
ン　

母
国
の
文
化
を
尊
重
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
10
月
に
母
国
の
お
祭
り

が
あ
る
の
で
す
が
、
ネ
パ
ー
ル
出
身
の
み

ん
な
と
お
祈
り
や
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
製
造
ラ
イ
ン
を
止
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
ネ
パ
ー
ル

で
は
結
婚
す
る
と
式
の
準
備
に
１
カ
月
程

か
か
り
ま
す
が
、
結
婚
休
暇
を
１
カ
月
取

得
し
て
母
国
で
大
切
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
来
日
し
た
家
族
を
弊
社
が
雇
用

す
る
な
ど
、
家
族
を
含
め
た
生
活
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。
社
員
の
家
族
も

会
社
の
一
員
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

―�

仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
は

グ
ル
ン　

日
本
語
の
専
門
用
語
を
使
っ
た

報
告
書
も
作
成
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ

用
語
を
理
解
し
、
業
務
を
円
滑
に
完
了
で

き
た
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
仕
事

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま

す
。

―
今
後
の
目
標
は

タ
マ
ン　

よ
り
難
し
い
仕
事
を
任
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
日
本
語
能
力
試
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

重
ね
て
課
長
な
ど
の
大
き
な
仕
事
を
任
せ

て
も
ら
え
る
人
材
に
な
り
た
い
で
す
。

社員数 190人

外国籍社員割合 48％（５カ国）

女性社員割合 31％

女性管理職割合 37％

障がい者社員割合 3％

令和６年10月18日時点



住
宅
に
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
が
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
建
物
の
解
体
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
予
定
し

て
い
る
方
へ
】

　
全
て
の
建
物
（
建
築
物・工
作
物
）
の
解
体
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
前
に
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建

材
の
有
無
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
工

事
を
発
注
さ
れ
る
方
は
、
事
前
調
査
に
使
用
す

る
設
計
図
書
等
の
提
供
や
調
査
費
用
の
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
工
事
を
行
う
事
業
者
の
方
へ
】

　
石
綿
事
前
調
査
は
有
資
格
者
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い

た
と
き
は
飛
散
防
止
措
置
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
８
４
）

ご
案
内

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
換
え
（
12
月
分
）

▪内
上
町
１
丁
目
、
桜
田
南
、
桜
田
西
３・
５

丁
目

▪問
上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５－

１
１
７
７
）

「
人
生
会
議
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
病
気
や
介
護
な
ど
、
も
し
も
の
と
き
に
備
え

て
、
自
身
や
家
族
な
ど
の
こ
れ
か
ら
の
過
ご
し

方
や
希
望
に
つ
い
て
、
周
囲
の
信
頼
す
る
人
た

ち
と
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
話
し
合
う
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、
動
画
を
制

作
し
ま
し
た
。自
分
ら
し
く
、豊
か
に
生
き
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
５
）

第
16
回
地
区
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
の
結
果

〈団体戦〉　　　（　）内は打数
１位 東 沢 Ａ（361）
２位 本　　沢（370）
３位 蔵　　王（373）
※１チーム６人の打数合計。

〈個人順位〉　　　（　）内は打数
１位 佐藤恒太郎さん（49）
２位 松田　尚敏さん（53）
３位 寺島　　孝さん（53）
※�同打数の場合は最小打数の
多い順。

▪問
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
内
線
６
３
３
）

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
の
収
集

【
ご
み
の
収
集
】

　
年
末
は
12
月
31
日
ま
で
、
年
始
は
令
和
７
年
１

月
４
日
か
ら
通
常
通
り
収
集
し
ま
す
。
月
１
回
の

埋
立
ご
み
等
の
収
集
日
が
第
１
水
・
木
・
金
曜
日

の
地
域
は
、
翌
週
が
収
集
日
と
な
り
ま
す
。

※
年
末
の
自
己
搬
入
は
、
全
施
設
12
月
31
日
ま

で
通
常
通
り
受
け
入
れ
ま
す
。
年
始
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
施
設
（
立
谷
川
・
川
口
）、
立
谷

川
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
令
和
７
年
１
月

４
日
か
ら
、
上
野
最
終
処
分
場
は
令
和
７
年

１
月
６
日
か
ら
通
常
通
り
受
け
入
れ
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
収
集
は
12
月
31
日
ま
で
受
け
付
け
、

年
始
は
令
和
７
年
１
月
６
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

【
し
尿
収
集
・
受
け
付
け
】

　
年
末
は
12
月
28
日
ま
で
、
年
始
は
令
和
７
年

１
月
６
日
か
ら
通
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

※
年
末
は
申
し
込
み
が
混
雑
し
ま
す
。
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
山
形
清
掃
衛
生
協
同
組
合
（
☎

６
４
３－

７
５
７
７
、
６
４
３－

７
５
７
８
）へ
。

▪問
〈
ご
み
〉
ご
み
減
量
推
進
課
（
☎
内
線
６
８
６
）

　
　
〈
し
尿
〉
廃
棄
物
指
導
課
（
☎
内
線
６
８
７
）

12
月
は
納
税
推
進
強
調
月
間

　
市
税
の
納
付
に
は
、
安
全
・
確
実
・
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
各
納
期
の
最

終
日
に
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
、
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り

ま
す
。
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振

替
受
付
サ
ー
ビ
ス
で
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

▪問
納
税
課
（
☎
内
線
３
３
０
）

農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま

す
。
12
月
～
令
和
７
年
１
月
に
調
査
員
が
農
林

業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
票
に
記

入
い
た
だ
い
た
事
項
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
４
）

オ
ー
プ
ン
型
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

　
元
木
公
民
館
、
霞
城
公
民
館
、
滝
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
オ
ー
プ
ン
型
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
（
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
24
時

間
い
つ
で
も
宅
配
便
を
受
け
取
る
・
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
８
２
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
10

山形市からの
お知らせ

山形市役所
〒990-8540 旅篭町2丁目3番25号

☎641-1212（代表）



「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
一
行
詩
」

結
果
発
表

　
「
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
山
形
」
の
実
現
に

向
け
た
皆
さ
ん
の
理
解
と
積
極
的
な
参
画
を

図
る
た
め
、「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
一
行

詩
」を
募
集
し
ま
し
た
。厳
正
な
審
査
の
結
果
、

入
賞
者
を
決
定
し
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

入
賞
作
品
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

【
令
和
６
年
度
入
賞
者
】

大
学
・
一
般
の
部
（
応
募
総
数
１
２
７
作
品
）

最
優
秀
賞　
阿
部　
紗
也
加
（
東
北
文
教
大
学
）

や
り
た
い
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を

手
離
し
で
応
援
で
き
る

社
会
に
な
れ
ば
い
い
の
に
な
ぁ

優
秀
賞	

荒
木　
晋
也
（
山
形
市
）

優
秀
賞	

岡
崎　
光
輝
（
山
形
大
学
）

入　
選　
仲
村
渠　
大
斗
（
山
形
大
学
）

入　
選　
猪
倉　
　
響
（
東
北
文
教
大
学
）

入　
選　
小
川　
実
優
羽
（
東
北
文
教
大
学
）

入　
選　
菊
地　
彩
花
（
山
形
厚
生
看
護
学
校
）

入　
選　
山
内　
陽
葉
（
山
形
厚
生
看
護
学
校
）

中
学
・
高
校
の
部
（
応
募
総
数
６
８
７
作
品
）

最
優
秀
賞　
滝
沢　
夏
実
（
第
十
中
・
一
年
）

登
校
中
の
小
学
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル

色
と
り
ど
り
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る

好
き
な
色
を
身
に
つ
け
て

素
敵
な
１
日
が
始
ま
る
ん
だ
ろ
う
な

優
秀
賞	

鈴
木　
美
結
（
第
一
中
・
二
年
）

優
秀
賞	

齋
藤　
葉
音
（
山
大
付
属
中
・
三
年
）

優
秀
賞	

工
藤　
愛
子
（
山
形
西
高
・
一
年
）

入　
選　
海
谷　
恵
奈
（
第
二
中
・
一
年
）

入　
選　
佐
藤　
心
花
（
第
二
中
・
一
年
）

入　
選　
大
隅　
愛
莉
（
第
三
中
・
二
年
）

入　
選　
三
浦　
　
旬
（
第
四
中
・
一
年
）

入　
選　
尾
形　
純
奈
（
第
五
中
・
三
年
）

入　
選　
佐
藤　
孝
汰
郎
（
第
五
中
・
三
年
）

入　
選　
海
和　
楓
花
（
第
七
中
・
一
年
）

入　
選　
黒
澤　
莉
緒
（
第
九
中
・
一
年
）

入　
選　
富
樫　
晃
仁
（
山
大
付
属
中
・
三
年
）

入　
選　
金
子　
夏
輝
（
山
形
東
高
・
一
年
）

佳　
作	

内
間　
沙
綺
（
第
五
中
・
三
年
）

佳　
作	

小
林　
瑚
雪
（
第
六
中
・
二
年
）

佳　
作	

高
野　
桃
杏
（
第
八
中
・
一
年
）

佳　
作	

荒
木　
咲
良
（
第
九
中
・
一
年
）

佳　
作	

安
孫
子　
真
依
（
高
楯
中
・
二
年
）

佳　
作	

原
田　
和
結
（
山
大
付
属
中
・
三
年
）

佳　
作	

那
須　
文
音
（
山
形
東
高
・
一
年
）

佳　
作	

黒
木　
音
和
（
山
形
商
業
高
・
三
年
）

�

（
敬
称
略
）

令和６年度三浦記念賞受賞
おめでとうございます

【受賞者】
岩淵　正太郎氏
〈主な役職〉七日町商店街振興組合前理事長
株式会社KOEI
〈代表者〉代表取締役社長 船橋　吾一氏

公益財団法人三浦新七博士記念会とは
　故三浦新七博士の遺徳を永く記念するた
めに、昭和38年に設立。山形市の産業経済
の発展に寄与するため、経済講演会の開催、
産業経済功労者に対する「三浦記念賞」の
授与等の事業を行っています。

【三浦新七博士記念会パネル展示】
▪時 12月13日㈮正午～19日㈭午後３時
▪所 市役所１階エントランスホール
▪内 �三浦新七博士と三浦記念賞受賞者に関
するパネル展示

▪問 �ブランド戦略課内公益財団法人三浦新
七博士記念会　☎内線412

少
年
自
然
の
家
ゲ
レ
ン
デ
一
般
開
放

▪時
令
和
７
年
１
月
７
日
㈫
～
３
月
２
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
令
和
７
年
１

月
14
日
、
２
月
25
日
は
閉
所
。
平
日
は
小

学
校
等
の
団
体
利
用
が
優
先
）

▪内
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
、
ソ
リ
滑
り
、
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
、
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
コ
ー
ス
、
ち

び
っ
こ
ゲ
レ
ン
デ
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▪費
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
板
・
ス
ト
ッ
ク

５
０
０
円
、
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
ス
キ
ー
靴

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

▪申
団
体
利
用
の
場
合
は
、
電
話
で
少
年
自
然

の
家
へ
。
チ
ュ
ー
ブ
や
ス
キ
ー
を
借
り
る

場
合
は
、
当
日
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
事

務
室
窓
口
へ

▪問
少
年
自
然
の
家
（
☎
６
４
３－

８
５
３
３
）

南
く
る
り
ん
で
お
得
に
お
買
い
物
！

　
「
南
く
る
り
ん
乗
車
証
」
を
提
示
す
る
と
、

乗
車
当
日
に
限
り
協
賛
店
舗
で
割
引
ク
ー
ポ
ン

や
お
得
な
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。
お
買
い

物
の
際
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪時
令
和
７
年
２
月
14
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
公
共
交
通
課
（
☎
内
線
９
２
９
）

冬
期
間
の
公
園
内
水
洗
ト
イ
レ
等
閉
鎖

　
冬
期
間
凍
結
防
止
の
た
め
、
公
園
内
水
洗
ト

イ
レ
、
水
飲
み
場
を
閉
鎖
し
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▪時
12
月
上
旬
～
令
和
７
年
３
月
下
旬

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
３
０
）

山形市からのお知らせ
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募　
集

令
和
７
年
度 

認
可
保
育
所
等
の
利
用

申
し
込
み
（
第
２
次
利
用
調
整
）

▪対
〈
対
象
施
設
〉保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園（
保

育
の
必
要
な
就
学
前
の
子
ど
も
に
限
る
）、

小
規
模
保
育
事
業
、家
庭
的
保
育
事
業（
保

育
マ
マ
）

▪申
令
和
７
年
１
月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

電
子
申
請
で
（
郵
送
ま
た
は
直
接
保
育
育

成
課
で
の
申
し
込
み
も
可
）

※
令
和
７
年
度
の
利
用
申
し
込
み
済
み
の
方
は

申
請
不
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
保
育
育
成
課
（
☎
内
線
５
７
３
）

自
衛
官
募
集

▪内
〈
募
集
種
目
・
申
込
期
限
〉
自
衛
官
候
補
生

（
18
～
33
歳
）・
令
和
７
年
１
月
６
日
ま
で

【
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
会
】

▪時
平
日
午
前
10
時
～
午
後
７
時

▪所
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
南
原
町
）

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
☎

６
３
４－

３
４
３
９
）
へ
。

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
３
４
２
）

山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
の
催
し

▪問
☎
６
７
９－

５
１
０
１

◆
四
季
の
蔵
王
展

　
山
形
を
代
表
す
る
蔵
王
の
大
自
然
が
生
み
出

す
色
鮮
や
か
な
四
季
の
パ
ネ
ル
の
展
示
を
は
じ

め
、
グ
ル
メ
や
温
泉
な
ど
、
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▪時
令
和
７
年
１
月
12
日
㈰
ま
で

◆
12
月
の
十
日
市 

紅
の
蔵
15
周
年
祭

▪時
12
月
６
日
㈮
～
10
日
㈫

▪内
全
店
舗
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方
か
ら
抽

選
で
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
で
使
え

る
お
食
事
・
商
品
券
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
、
お
得
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

※
詳
し
く
は
、
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

あ
な
た
の
「
宝
モ
ノ
」
を
募
集

▪内
令
和
７
年
１
月
８
日
～
３
月
30
日
に
開
催

す
る
最
上
義
光
歴
史
館
の
企
画
展「
シ
ン・

市
民
の
宝
モ
ノ
２
０
２
５
」
に
出
品
す
る

「
宝
モ
ノ
」
の
陶
磁
器
の
募
集

▪申
12
月
22
日
ま
で
に
、
電
話
で
最
上
義
光
歴

史
館
へ

▪問
最
上
義
光
歴
史
館
（
☎
６
２
５－

７
１
０
１
）

年
末
に
向
け
た
大
掃
除
！
～
家
庭
で
使

わ
な
く
な
っ
た
小
型
家
具
等
と
小
型
家

電
の
持
ち
込
み
回
収
イ
ベ
ン
ト
～

▪時
12
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪所
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
（
立
谷
川
）

▪内
【
小
型
家
具
の
回
収
】〈
対
象
品
目
〉
１
辺

の
長
さ
が
60
㎝
以
上
１
ｍ
未
満
、
重
量
10

㎏
未
満
の
収
納
用
品
、
小
型
テ
ー
ブ
ル
等

（
１
人
で
持
て
る
重
さ
の
も
の
）

　
　
〈
受
け
入
れ
不
可
〉
電
気
製
品
、
市
で
ご
み

と
し
て
処
理
で
き
な
い
も
の
、変
形
や
破
損
、

汚
れ
等
が
あ
る
も
の

※
回
収
品
は
、
市
「
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈｏｐ
ｓ
」
に

出
品
し
リ
ユ
ー
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
　
【
小
型
家
電
の
回
収
】〈
対
象
品
目
〉
家
庭

で
使
用
済
み
の
パ
ソ
コ
ン
（
ブ
ラ
ウ
ン
管

モ
ニ
タ
ー
を
除
く
）、
携
帯
電
話
、
電
子

レ
ン
ジ
な
ど
66
品
目

※
個
人
情
報
は
事
前
に
消
去
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
ご
み
減
量
推
進
課
（
☎
内
線
６
９
８
）

市
職
員
採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス

▪時
12
月
14
日
㈯

▪所
市
役
所
11
階
大
会
議
室

▪内
市
役
所
の
業
務
や
令
和
７
年
度
の
採
用
試

験
の
説
明
、
職
員
と
の
情
報
交
換
会

▪申
12
月
11
日
ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
電
子
申
請

結
婚
相
談
会

▪時
・
▪所
12
月
13
日
㈮
午
後
６
時
～
８
時
・

　
　
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
23
階
高
度
情
報
会
議
室

　
　
12
月
18
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時
・

　
　
市
役
所
10
階
委
員
会
開
催
室

▪内
「
や
ま
が
た
し
良
縁
隊
」
に
よ
る
個
別
相
談

▪対
結
婚
を
望
む
独
身
男
女
や
そ
の
家
族
等

▪申
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
企
画
調

整
課
へ

※
仲
人
さ
ん
も
随
時
募
集
中
で
す
。

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
３
）

12
月
11
日
～
20
日
は
飲
酒
運
転
撲
滅
・

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

・�

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

・�

安
全
運
転
を
心
掛
け
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

・�

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
積
極

的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

・�

夕
暮
れ
時
か
ら
の
交
通
事
故
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
３
８
７
）

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
職
員
課
（
☎
内
線
２
６
６
）

イ
ベ
ン
ト

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
12



テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
み
よ
う
♪

▪時
12
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

▪対
小
学
生
以
上
（
先
着
順
）

▪費
１
時
間
３
千
円
（
期
間
中
１
人
２
時
間
ま

で
申
し
込
み
可
）

▪申
12
月
３
日
午
前
10
時
か
ら
、
電
話
で
山
形

テ
ル
サ
へ

※
詳
し
く
は
、
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
山
形
テ
ル
サ
（
☎
６
４
６－
６
６
７
７
）

紅
花
文
庫
（
教
育
資
料
展
示
室
）
秋
の

展
示

▪時
令
和
７
年
２
月
21
日
㈮
ま
で

▪所
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１ 
１
階
紅
花
文
庫

▪内
学
校
給
食
の
歴
史
に
関
す
る
資

料
展
示

▪問
教
育
総
務
課
（
☎
内
線
４
０
０
）

第
11
回
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

▪時
12
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時

▪所
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
１
階
展
示
場 

他

▪内
村
山
広
域
ま
る
ご
と
マ
ル
シ
ェ
、
パ
ン
＆
ス

イ
ー
ツ
マ
ル
シ
ェ
、
手
作
り
マ
ル
シ
ェ
な
ど

▪問�

山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
（
☎
６
３
５－

３
１
０
０
）

◆
第
43
回
み
ち
の
く
こ
け
し
ま
つ
り

▪内
伝
統
こ
け
し
・
木
地
玩
具
の
展
示
販
売
、

実
演
販
売
、
絵
付
け
体
験
等

◆
第
30
回
山
形
市
伝
統
的
工
芸
品
ま
つ
り

▪内
国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
山
形
鋳

物
や
山
形
仏
壇
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

山
形
市
の
伝
統
的
工
芸
品
の
展
示
や
販
売
、

制
作
実
演

▪問
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
（
☎
内
線
４
１
２
）

史
跡
山
形
城
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会

▪時
12
月
７
日
㈯
午
前
11
時
～
正
午

▪所
霞
城
公
園
発
掘
調
査
現
場（
本
丸
北
堀
跡
）

▪内
発
掘
調
査
の
現
場
解
説
、
出
土
遺
物
の
説

明
（
小
雨
決
行
）

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
６
）

市
民
会
館
の
催
し

▪問
☎
６
４
２－

３
１
２
１

◆
第
68
回
山
形
市
民
合
同
音
楽
祭（
一
般
の
部
）

▪時
12
月
８
日
㈰
午
後
２
時
開
演

▪内
吹
奏
楽
「
リ
バ
ー
ダ
ン
ス
」
よ
り
ハ
イ
ラ

イ
ト 

指
揮
：
佐
藤
裕
司
、
少
年
少
女
合
唱

と
吹
奏
楽
「
旅
立
ち
の
時
～Asian 

D
ream

 Song

～
」
指
揮
：
小
松
正
広
、

合
唱
と
管
弦
楽
「
地
の
道 

天
の
道
」
～
松

尾
芭
蕉
「
奥
の
細
道
」
に
よ
せ
て
～
（
管

弦
楽
版　
初
演
）
指
揮
：
鈴
木
義
孝
、
管

ふ
れ
あ
い
金
曜
市

▪時
12
月
13
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▪所
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１

▪内
当
日
出
店
店
舗
で
利
用
で
き
る
「
１
０
０

円
割
引
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▪対
先
着
50
人

▪問
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１
（
☎
６
１
５－

８
０
９
９
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

ほ
ん
わ
か
バ
ザ
ー

▪時
12
月
９
日
㈪
～
12
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時

▪所
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

▪内
障
が
い
の
あ
る
方
が
訓
練
を
通
し
て
製
作

し
た
作
品
（
手
芸
品
や
食
品
等
）
の
販
売

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
８
０
）

弦
楽 

山
形
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

◆
ロ
ビ
ー
de
ジ
ャ
ズ
喫
茶

▪時
12
月
11
日
㈬
午
後
１
時
～
５
時
、
12
日
㈭

午
後
１
時
～
８
時

▪内
老
舗
ジ
ャ
ズ
喫
茶
「
オ
ク
テ
ッ
ト
」
の
マ

ス
タ
ー
相
澤
氏
に
よ
る
厳
選
の
ジ
ャ
ズ
を

最
新
の
オ
ー
デ
ィ
オ
で
コ
ー
ヒ
ー
と
提
供
、

ジ
ャ
ズ
の
歴
史
や
魅
力
を
伝
え
る
講
座

（
11
日
午
後
２
時
～
）、
生
演
奏
（
12
日
午

後
６
時
30
分
～
。
別
途
５
０
０
円
）

▪費
２
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

新
感
覚
カ
ジ
ュ
ア
ル
就
活
イ
ベ
ン
ト

「
セ
ン
ダ
イ
・
ヤ
マ
ガ
タ
シ
ゴ
ト
博
」

▪時
12
月
14
日
㈯
正
午
～
午
後
５
時

▪所
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
仙
台

▪内
「
働
き
方
」
か
ら
「
シ
ゴ
ト
」
を
選
ぶ
マ

ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
。
仙
台
市
・
山
形
市

内
企
業
計
33
社
が
参
加
予
定

▪対
令
和
８
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学・短
大・

専
門
学
生
等
（
既
卒
５
年
以
内
の
方
を
含

む
）、
地
元
就
職
を
ご
希
望
の
方

※
申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、
特

設
サ
イ
ト
へ
。

▪問
働
き
や
す
さ
追
求
室
（
☎
内
線
４
１
５
）

郷
土
館 

冬
季
企
画
展

▪時
12
月
14
日
㈯
～
令
和
７
年
１
月
19
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▪内
古
書
等
の
展
示
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
12
月
14
日
午
前
11
時
～
11
時
30
分
）

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
６
）

企
画
展「
収
蔵
名
品
展
―
書
画
の
美
―
」

▪時
12
月
20
日
㈮
～
令
和
７
年
２
月
17
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▪内
市
指
定
文
化
財
「
黄
石
公
図
」
蕪
村
筆
な

ど
書
画
の
名
品
を
展
示

▪費
一
般
４
０
０
円
（
入
館
料
。
20
人
以
上
の

団
体
は
３
２
０
円
。
高
校
生
以
下
、
障
が

い
者
手
帳
を
提
示
の
方
は
無
料
）

▪問
山
寺
芭
蕉
記
念
館
（
☎
６
９
５－

２
２
２
１
）

山形市からのお知らせ
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新
春
も
ち
つ
き
・
も
ち
振
る
舞
い
in
山

形
市
役
所

▪時
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

▪内
大
曽
根
餅
つ
き
保
存
会
に
よ
る
餅
つ
き
、

つ
き
た
て
の
納
豆
餅
な
ど
の
振
る
舞
い

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

▪問
農
政
課
内
農
業
振
興
協
議
会
（
☎
内
線

４
３
３
）

多
文
化
紹
介
講
座

「
外
国
料
理
教
室
ブ
ル
ネ
イ
編
」

▪時
12
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
４
階
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
ル
ー
ム

▪内
バ
タ
ー
ミ
ル
ク
チ
キ
ン
、
ナ
シ
・
カ
ト
ッ

ク
（
チ
キ
ン
ご
飯
）、プ
チ
ュ
ッ
ウ
ビ
（
サ

ラ
ダ
）
の
調
理
と
試
食
、
ブ
ル
ネ
イ
文
化

の
紹
介
な
ど

▪対
先
着
25
人

▪費
会
員
１
５
０
０
円
、
非
会
員
３
千
円

▪持
三
角
巾
、
食
器
拭
き
用
布
巾
、
持
ち
帰
り

用
容
器
２
つ

▪申
電
話
ま
た
は
直
接
国
際
交
流
協
会
へ

※
協
会
へ
の
入
会
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
国
際
交
流
協
会
（
☎
６
４
７－

２
２
７
７
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
７－

２
２
７
５

◆
韓
国
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
―
韓
国
料
理
作
り

体
験
―

▪時
12
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▪所
鈴
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪内
プ
ル
コ
ギ
の
寄
せ
鍋
作
り
（
作
っ
た
料
理

は
持
ち
帰
り
）

▪対
先
着
10
人

▪費
２
千
円

▪持
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

▪申
12
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
へ

◆
名
曲
か
ら
学
ぶ
韓
国
語

▪時
12
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪対
先
着
20
人

▪申
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

教
室・講
座

古
文
書
相
談
会

▪時
12
月
25
日
㈬
午
後
１
時
～
５
時

▪所
市
役
所
７
階
７
０
１
Ａ
会
議
室

▪内
山
形
大
学
名
誉
教
授
・
伊
藤
清
郎
氏
、
元

山
形
大
学
付
属
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担

当
教
授
・
森
谷
圓
人
氏
に
よ
る
保
管
方
法

等
に
悩
ん
で
い
る
ご
自
宅
の
古
文
書
に
つ

い
て
の
相
談
会

▪対
先
着
４
人

▪申
12
月
２
日
～
20
日
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
４－

９
６
１
８
）、Ｅ
メ
ー
ル（bunka@

city.yam
agata-yam

agata.lg.jp

）

の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
相
談
内
容
を
記
入
の
上
、
文
化
創
造

都
市
課
へ

※
書
画
に
つ
い
て
の
相
談
、古
文
書
全
文
の
解
読
、

資
料
の
鑑
定
・
価
格
評
価
は
行
い
ま
せ
ん
。

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
７
）

市
立
図
書
館
の
催
し

▪問
☎
６
２
４－

０
８
２
２

◆
お
は
な
し
の
広
場

▪時
12
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪内
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
ク
リ
ス

マ
ス
の
お
話
」

▪対
３
歳
～
小
学
生
先
着
30
人

◆
出
前
図
書
館
in
シ
ェ
ル
タ
ー
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
プ
レ
イ
ス 

コ
パ
ル

▪時
12
月
20
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

▪内
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
等
の
貸
し
出
し
、
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
人
形
劇
（
人

形
劇
は
午
前
10
時
30
分
～
）

◆
キ
ラ
キ
ラ
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▪時
12
月
21
日
㈯
午
後
３
時
～
３
時
45
分

▪内
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
や
冬
の
音
楽
を
楽
し
む

▪対
０
歳
～
小
学
生
先
着
40
人

▪申
12
月
１
日
か
ら
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
４－

０
８
２
３
）、Ｅ
メ
ー
ル（tosho

　
　

kan@
city.yam

agata-yam
agata.

lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
市
立
図
書
館
へ

◆
方
言
で
語
る
日
本
の
昔
ば
な
し

▪時
12
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

▪内
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本
の
昔

ば
な
し
を
方
言
で
語
る
、
一
般
向
け
の
お

話
し
会

▪対
先
着
30
人

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
室

▪問
☎
６
４
７－

２
２
６
０

◆
ク
リ
ス
マ
ス
は
お
好
き
？

　
～
第
39
回 

哲
学
カ
フ
ェ
～

▪時
12
月
11
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時

▪対
先
着
10
人
程
度

▪申
12
月
10
日
ま
で
に
、
電
話
で
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
勉
強
会
～
法
人
設
立
編
～

▪時
12
月
14
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

▪対
先
着
10
人
程
度

▪申
12
月
12
日
ま
で
に
、
電
話
で
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

ま
ち
な
か
ア
ー
ト

▪時
12
月
22
日
㈰

▪所
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１ 

Ｂ
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
ペ
ー
ス

▪内
東
北
芸
術
工
科
大
学
学
生
の
絵
画
作
品
展
示

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
７
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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ポイント対象

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▪時
12
月
22
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▪所
西
消
防
署
（
西
崎
）

▪内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
成
人
を
対

象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証
を
発
行

し
ま
す
）

▪対
先
着
40
人
程
度

▪申
電
話
ま
た
は
電
子
申
請
で
消
防
本
部
救
急

救
命
課
へ

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４－

１
１
９
３
）

「
希
望
の
家
」
生
活
支
援
事
業

生
け
花
教
室

▪時
12
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪所
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー

▪内
正
月
に
飾
る
生
け
花
作
り

▪対
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
所
持
者
10
人（
抽
選
）

▪費
２
７
５
０
円
（
花
代
）

▪申
12
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
は
が
き（
〒
９
９
０－

０
０
２
１
小
白
川

町
２－

３－

47
）、Ｆ
Ａ
Ｘ（

６
２
５－

２
１
５
０
）、Ｅ
メ
ー
ル
（fukubunsen@

city.yam
agata-yam

agata.lg.jp

）
の

い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、教
室
名
、障
が
い
名
を
記
入
の
上
、

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
（
直
接
の
申
し
込

み
も
可
）

▪問
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
２－

５
１
８
１
）

コ
パ
ル
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
養
成
研
修

▪時
12
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▪所
シ
ェ
ル
タ
ー
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
プ
レ
イ
ス 

コ
パ
ル

▪内
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

▪対
18
歳
以
上
で
、
月
に
数
回
継
続
的
に
参
加

可
能
な
方
先
着
10
人
程
度

▪費
３
千
円
（
登
録
料
）

▪申
12
月
18
日
午
後
６
時
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
二
次
元
コ
ー
ド
で
シ
ェ
ル
タ

ー
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
プ
レ
イ
ス 

コ
パ
ル
へ

▪問
シ
ェ
ル
タ
ー
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
プ
レ
イ
ス 

コ
パ
ル
（
☎
６
７
６－

９
８
７
６
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
講
座

▪時
令
和
７
年
１
月
22
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

▪所
東
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪内
基
本
操
作
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
体
験

▪対
先
着
15
人

▪持
お
持
ち
の
方
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

▪申
12
月
１
日
～
令
和
７
年
１
月
15
日
に
、
電

話
（
☎
６
２
２－

５
４
８
０
）
ま
た
は
直

接
東
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

▪問
情
報
企
画
課
（
☎
内
線
８
７
６
）

プール教室
コース ▪時 ▪対 ▪費

幼児遊泳教室（めだか組） ㈭午後３時～４時15分 ４～６歳（就学前）
10人 月3,300円

（入場料200円別）
小学生水泳教室（木曜日） ㈭午後４時30分～５時45分 小学１・２年生

10人

健康づくり教室
コース ▪時 ▪対 ▪費

はじめてのキッズバレエ教室 ㈮午後４時30分～５時30分 ３歳～小学２年生
10人

月3,300円

健康増進のための基礎Yoga ㈫午前10時～11時

18歳以上
10人

はじめてのフラダンス ㈬午後１時30分～２時30分
アフター６
ボディメンテナンス ㈬午後６時30分～７時30分

ヨガフィットネス ㈯午前11時15分～午後０時15分
ＮＥＷ　１月開講
ボディメイクピラテスストレッチ ㈭午後１時30分～２時45分 18歳以上

20人
ＮＥＷ　１月開講
やさしいヨーガ教室 ㈯午後１時30分～２時45分 18歳以上

25人

山形市からのお知らせ
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本
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪問
☎
６
８
８－

２
３
１
０

◆
本
沢
地
区
歴
史
め
ぐ
り

▪時
12
月
19
日
㈭
午
後
１
時
10
分
～
４
時
（
午
後

１
時
本
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
）

▪内
明
圓
寺
（
尚
古
館
）、
掃
部
の
碑
、
菅
沢

古
墳
、
主
水
塚
、
清
源
寺
、
恒
平
鍛
冶
場
、

城
山
（
長
谷
堂
城
跡
）
を
バ
ス
で
巡
る

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
15
人

▪申
12
月
１
日
～
13
日
に
、
電
話
で
本
沢
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

▪持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、

持
ち
帰
り
用
箱

▪申
12
月
４
日
～
16
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

元
木
公
民
館
へ

◆
簡
単
に
で
き
る
正
月
の
生
け
花
講
座

▪時
12
月
27
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
10
人

▪費
２
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▪申
12
月
５
日
～
19
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

元
木
公
民
館
へ

◆
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室

▪時
令
和
７
年
１
月
７
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

▪内
菓
子
箱
を
利
用
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
ミ
ラ
ー
作
り

▪対
小
学
生
先
着
10
人

▪持
定
規
（
20
㎝
以
上
）、
は
さ
み
、
手
拭
き

用
タ
オ
ル

▪申
12
月
５
日
～
25
日
に
、
電
話
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

東
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
２－

５
１
８
１

◆
茶
室
で
体
験
・
茶
道
教
室
～
「
茶
道
」
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
冬
～

▪時
12
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪所
清
風
荘
茶
室
「
宝
紅
庵
」

▪内
茶
の
湯
の
基
本
的
な
作
法
体
験

▪対
小
・
中
学
生
と
保
護
者
先
着
10
人

▪費
５
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

▪持
白
い
靴
下

▪申
12
月
１
日
～
10
日
に
、
電
話
で
東
部
公
民

館
へ

西
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
５－
１
２
２
３

◆
お
正
月
の
縁
起
物
講
座
Ⅱ
～
「
お
正
月
の
生

け
花
」
を
生
け
て
み
ま
せ
ん
か
～

▪時
12
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
15
人

▪費
２
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▪申
12
月
３
日
～
13
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

西
部
公
民
館
へ

南
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
１－

６
７
０
１

◆
南
部
歴
史
講
座
「
秋
田
・
新
庄
両
藩
の
列
藩

同
盟
離
反
と
戊
辰
戦
争
の
急
展
開
」

▪時
12
月
16
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～
（
２
時
間

程
度
）

▪講
上
山
市
立
図
書
館
館
長
・
岩
井
哲
氏

霞
城
公
民
館

▪問
☎
６
４
３－

２
６
８
７

◆
生
活
実
践
講
座
②
「
リ
ボ
ン
の
ふ
わ
ふ
わ
フ

ァ
ー
バ
ッ
グ
作
り
」

▪時
12
月
21
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
10
人

▪費
４
千
円
（
材
料
代
）

▪持
縫
い
針
、
は
さ
み

▪申
12
月
３
日
～
13
日
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
（kajo@

city.yam
agata-yam

a

　
　

gata.lg.jp

）
で
霞
城
公
民
館
へ
（
直
接

の
申
し
込
み
も
可
）

◆
正
月
の
縁
起
物
講
座
「
お
正
月
の
生
け
花
」

▪時
12
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
20
人

▪費
３
千
円
（
材
料
代
）

▪申
12
月
３
日
～
21
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

霞
城
公
民
館
へ

中
央
公
民
館

▪問
☎
６
２
３－

２
１
５
０

◆
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
知
る
講
座

▪時
12
月
18
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

▪内
山
形
銀
行
山
形
市
役
所
支
店
長
・
長
岡
真

由
美
氏
、
本
店
営
業
部
チ
ー
フ
ラ
イ
フ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
福
岡
麻
衣
子
氏
に
よ
る

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み
や

メ
リ
ッ
ト
等
の
講
座

▪対
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上
の
方

先
着
20
人

◆「
わ
た
し
の
似
合
う
」
が
わ
か
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
講
座
（
全
２
回
）

▪時
・
▪内
令
和
７
年
１
月
11
日
㈯
・「
わ
た
し

の
骨
格
は
何
タ
イ
プ
？
似
合
う
服
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
」、
１
月
18
日
㈯
・「
わ
た
し
に

似
合
う
「
赤
」
っ
て
？
わ
た
し
の
魅
力
再

発
見
！
」
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

▪講
イ
メ
ー
ジ
改
革
専
門
家
・
河
原
恵
氏

▪対
全
て
参
加
可
能
な
市
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
18
歳
以
上
の
方
先
着
10
人

▪費
各
回
２
５
０
円
（
資
料
代
、簡
易
診
断
料
）

※
▪申
い
ず
れ
も
12
月
４
日
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
催
し

元
木
公
民
館

▪問
☎
６
３
１－

６
５
５
１

◆
お
菓
子
づ
く
り
教
室

▪時
12
月
21
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪内
ベ
ー
ク
ド
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
作
り

▪対
小
学
生
と
保
護
者
先
着
７
組

▪費
８
０
０
円
（
材
料
代
）

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
50
人

▪申
12
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
南
部
公
民
館
へ

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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やまがたQ1 かわら版

やまがたクリエイティブシティセンターQ1
本町1-5-19（第一小学校旧校舎）
開館：午前9時～午後10時　休館：年末年始
　 615-8099　Eメール : hello@qichi.jp

山形 Q1 最新情報はQ1ホームページへ

メールで読める
Q1ニュースレター

登録はこちら

100年の時を経てよみがえる
ベヒシュタインピアノの音色
　Q1では8月29日、「ほのかに灯る音楽」と題して藤本一馬・
林正樹によるデュオライブを開催。静謐な２人の音楽がQ1
の空間に鳴り響きました。そして、このライブで演奏されたピ
アノは昭和4年に第一小学校の校舎落成記念で寄贈された
もの。約100年の時を経てよみがえった創造都市のシンボ
ル、ベヒシュタインピアノなのです。Q1はこのピアノを活用
しながら創造都市やまがたの実現を目指し、音楽のある日常
を市民の皆さんに提供していきます。

vol.02

せいひつ

　
先
日
、
山
形
市
の
姉
妹
都
市
の
一
つ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
ワ
ン
ヒ
ル

地
方
市
を
山
形
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
訪
問
し
ま
し
た
。
山
形
市
と
ス

ワ
ン
ヒ
ル
地
方
市
は
、
１
９
８
０（
昭
和
55
）年
８
月
に
姉
妹
都
市
の
盟
約

を
結
ん
で
以
来
、
長
き
に
わ
た
り
友
好
交
流
の
歴
史
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
、
姉
妹
都
市
締
結
40

周
年
を
記
念
し
て
の
市
民
訪
問
団
の
派
遣
事
業
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
キ
ン
グ
市
長
を
は
じ
め
、
ス
ワ
ン
ヒ
ル
の
皆
さ
ま

か
ら
は
大
変
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
両
市
の
交
流
の
中
心
は
や
は
り

中
高
生
が
お
互
い
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
行
う
短
期
交
換
留
学

で
す
。こ
れ
ま
で
山
形
市
か
ら
は
約
３
２
０
名
の
生
徒
が
お
世
話
に
な
り
、

山
形
市
も
ス
ワ
ン
ヒ
ル
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
キ
ン
グ
市
長
も
か
つ
て
交
換
留
学
で
山
形
市
に
来
た
一
人
で
す
。

　
ス
ワ
ン
ヒ
ル
地
方
市
は
人
口
約
２
万
２
千
人
。
ビ
ク
ト
リ
ア
州
メ
ル

ボ
ル
ン
か
ら
バ
ス
で
４
時
間
半
ほ
ど
北
上
し
た
場

所
に
位
置
し
、
農
業
や
市
内
を
流
れ
る
マ
レ
ー
川

を
生
か
し
た
観
光
が
盛
ん
な
町
で
す
。
訪
問
し
た

際
、
広
大
な
農
場
・
牧
場
も
訪
れ
ま
し
た
が
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
に
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
気
候
や

人
柄
も
良
く
、
楽
し
く
快
適
に
滞
在
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
姉
妹
都
市
盟
約
40
周
年
を
記

念
し
て
ス
ワ
ン
ヒ
ル
地
方
市
に
造
成
さ
れ
た
「
山

形
ガ
ー
デ
ン
」
と
い
う
庭
園
に
山
形
鋳
物
の
レ
リ

ー
フ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
来
年
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

で
休
止
し
て
き
た
短
期
交
換
留
学
を
再
開
し
ま
す
。

未
来
あ
る
若
者
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
経
験
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

市
長
のや
ま

た
が

自慢

「
姉
妹
都
市
ス
ワ
ン
ヒ
ル
」山

形
市
長

チャレンジ

市民
活動

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

�問 企画調整課　☎内線223

　当協会は、市民と市在住ベトナム人がお互いの理解を
深め、協力・交流しながら充実した生活を送ることができ
る社会を目指して活動しています。昨年、日本語とベトナ
ム語の両方に対応した情報誌を製作し、県内の公共施設
や国際交流に関わる施設、団体等へ広く配布しました。
　製作に当たっては、より深い内容となるよう、ベトナ
ム人に対してアンケートを実施して生活で抱えている課
題を調査したり、日本人とベトナム人の座談会を開催し
てお互いの文化や考え方の違いについて話し合ったりし
ました。
　情報誌を発行したことで、山形市で暮らすベトナム人
の内面や生活で抱える課題、文化や価値観を理解し合う
ことの大切さについて、皆さんに知ってもらう機会をつ
くることができました。情報誌を受け取った方から、「早
速ベトナム人スタッフの手元へ届けました」「山形の魅力
発見にきっとつながったはず」「すてきな冊子をありがと
うございました」と、喜びの声をいただきました。

　今後も日本人、ベトナム人双方に
とって住みよい山形を目指し、活動
を続けていきます。
�問 �在山形ベトナム人協会
　　（担当：笹原）
　　Ｅメール：tva.yamagata@gmail.com

市民と市在住ベトナム人をつなぐ情報誌を発行
～在山形ベトナム人協会～

在山形ベトナム人協会　
ホームページ

▲
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健 

康
休日や夜間の急病やけがなどに
休日夜間診療所・休日救急歯科診療所をご活用ください

育 

児
パクパクよい子のクッキング
�時 �12月26日（木）午前10時～午後１時30分（午前
９時45分から受け付け）

�所 霞城セントラル３階視聴覚室
�内 �カラフルおにぎり、くまさんミートローフ、星
のサラダ、いちごのムースをお子さんと一緒に
料理づくり、食生活についてのお話

�対 �５歳～小学２年生のお子さんと保護者（祖父母
も可）先着10組

�持 エプロン、三角巾、布巾２枚
�申 12月２日～19日に市ホームページで
�問 健康増進課　☎616-7273

助 

成

健 

康
健康ポイント事業 S

ス ク ス ク
UKSKポイント

申請のお知らせ
　12月末時点で5,000ポイント以上ためた方を対象
に、抽選を実施します（5,000ポイント／一口）。ポ
イント手帳、介護予防手帳をご利用の方は、期日ま
で忘れずにポイントの申請をお願いします。
※アプリ参加の方は申請不要です。
�申 �12月11日（必着）までに、手帳の対象ページを
コピーし、住所、氏名、電話番号を記入の上、
郵送で健康増進課（〒990-8580城南町１-１-
１霞城セントラル４階）へ

�問 健康増進課　☎616-7271

検 

診
歯周疾患検診
�時 �12月31日まで（年末は医療機関の診察日まで）
�対 �本年度に20歳・30歳・40歳・50歳・60歳・70歳
になる方

�費 �20歳・30歳・40歳・50歳・60歳の方…1,300
円（市民税非課税世帯・生活保護世帯の方は無料。
事前に健康増進課で申請が必要）

　　70歳の方…無料　
�申 受診券が必要。事前に電話で健康増進課へ
※受診券は郵送または窓口で交付しています。
※受診後の申請はできません。
�問 健康増進課　☎616-7272

�所 香澄町２-９-39（市民会館北隣）

山
形
駅

一
方
通
行
↓
　↓

一
方
通
行
↓

↑
一
方
通
行

↑
一
方
通
行

↑一
方
通
行

山交
ビル

村
山

保
健
所

市民会館

至県庁

Ｐ Ｐ
Ｐ医師会館１階

休日夜間診療所
休日救急歯科診療所

○休日夜間診療所の診療時間
休日（日曜・祝日・年末年始※） 夜間（毎日）

内　科
午前９時～11時45分、
午後１時30分～５時

午後７時～11時

小児科 午後７時30分～10時30分

外　科

○休日救急歯科診療所の受付時間
休日（日曜・祝日・年末年始※）

歯　科 午前10時～正午、
午後１時30分～３時30分

〈連絡先〉休日夜間診療所
　　　　　☎635-9955

休日救急歯科診療所
☎629-9988

※12月31日～翌年１月３日 �問 保健総務課　☎616-7260

新生児聴覚検査を
委託医療機関以外で受けた方への助成
�内　 〈助成額〉
　 自動聴性脳幹反応検査（AABR）：上限額5,000円
　 耳音響放射検査（OAE）：上限額2,000円
�対　 �次のいずれかに該当するお子さん
　 ・市内に住民票がある方が出産したお子さん
　 ・市内に住民票があるお子さん
�申 �検査を受けた日から６カ月を経過した日が属す
る月の末日までに、郵送または直接母子保健課
へ

※�申請方法や申請期限など、詳しくは、
市ホームページへ。
�問　 母子保健課　☎647-2280
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生
活
の
す
す
め

山
形
市
保
健
所　
山
下
英
俊

　

日
本
は
平
均
寿
命
、
健
康
寿
命
が
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。
健
康
寿
命
と
は
、
日
常
生
活
で
制
限
さ
れ
る
こ

と
な
く
健
康
的
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
視
力
を
保
持
す
る
こ
と
も
と
て
も
大

切
で
す
。
失
明
率
も
日
本
は
か
な
り
低
い
国
の
一
つ
で
あ

り
、
千
人
に
1.4
人
く
ら
い
で
す
。
視
力
障
害
を
来
す
疾
患

と
し
て
は
、
緑
内
障
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
加
齢
黄
斑
変
性

な
ど
高
齢
者
に
起
こ
り
や
す
い
病
気
、
体
質
に
よ
る
網
膜

色
素
変
性
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
厚
労
省
の
支
援
を
受
け

た
研
究
（
的
場
亮
先
生
、森
實
祐
基
教
授
（
岡
山
大
学
眼
科
）

が
中
心
と
な
り
、
私
も
参
加
し
ま
し
た
）
に
よ
り
ま
す
と
、

緑
内
障
に
よ
る
視
力
障
害
が
増
加
し
て
お
り
、
２
０
１
９

年
の
調
査
で
は
日
本
に
お
け
る
視
覚
障
害
の
原
因
の
４
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
山
形
県
で
も
緑
内
障
が
視
力
障
害
の

原
因
と
し
て
ト
ッ
プ
で
す
（
２
０
１
９
年
で
約
４
割
）。
緑

内
障
に
罹り

患か
ん

す
る
方
は
、
40
歳
以
上
の
方
の
約
５
％
、
つ

ま
り
20
人
に
１
人
が
罹
患
し
ま
す
。
決
し
て
ま
れ
な
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
緑
内
障
は
急
に
眼
圧
が
高
く
な
り
、
目
の
痛
み
、
頭
痛
、

嘔お
う

吐と

な
ど
激
し
い
症
状
を
示
す
急
性
緑
内
障
発
作
と
、
上

記
の
よ
う
な
自
覚
症
状
が
な
く
ゆ
っ
く
り
と
視
野
欠
損
が

出
現
し
、
広
が
っ
て
い
く
タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
が
、
約

８
割
は
後
者
の
タ
イ
プ
で
す
（
日
本
緑
内
障
学
会
：
多
治

見
緑
内
障
疫
学
調
査
に
よ
る
）。
点
眼
薬
や
手
術
等
の
優
れ

た
治
療
法
が
開
発
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
失
明
を
防
ぐ
に

は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
な
に
よ
り
大
切
で
す
。
見
え

方
の
異
常
に
早
期
に
気
付
く
た
め
に
は
、
と
き
ど
き
片
目

ず
つ
、
数
メ
ー
タ
ー
離
れ
た
同
じ
も
の
を
定
期
的
に
見
て

（
例
え
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
等
）、
見
え
方
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

①�

文
字
は
読
め
る
か
？
読
め
て
い
た
文
字
が
ぼ
ん
や
り
し

て
き
た
ら
「
視
力
低
下
」
で
す
。

②�

欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
？
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
「
視
野
欠
損
」
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
ぜ
ひ
眼
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

目
の
健
康

月 の 相 談12
市民相談
�問 市民相談課 ☎内線240・241

一般相談
月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分
土地の利活用相談
月～金曜日 午前９時～午後４時
行政書士相談
９日㈪ 午前９時～午後４時
人権・困り事相談
10日㈫ 午後１時～４時
土地境界に関する相談
12日㈭ 午前10時～午後３時
行政に関する相談
17日㈫ 午前10時～午後３時
登記手続相談
18日㈬ 午前10時～午後３時
※30日㈪・31日㈫を除く。
※�予約不要・当日窓口へ。
※�受付時間は終了時間の30分前まで
　（一般相談・土地の利活用相談を除く）。
司法書士相続登記相談
13日㈮・16日㈪ 午前10時～午後４時
※�相談には事前の予約が必要です。

ふれあい総合相談
�問 社会福祉協議会 ☎645–8177

年金相談
10日㈫ 午後１時～４時

税金相談
11日㈬ 午後１時～４時

人権相談
19日㈭ 午後１時～４時

法律相談
金曜日 午後１時～４時
※27日㈮を除く。
※�当日正午から、電話（☎６４５–８０６１）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

各種相談
企業の経営相談（売上増進支援センターY-biz）
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶︎とき…月～金曜日 午前９時～午後５時
※30日㈪・31日㈫を除く。
▶ところ…売上増進支援センターY-biz
▶問い合わせ…☎616–7900
※相談には事前の予約が必要です。

総合学習センター教育相談
▶︎とき…�月～金曜日 午前10時～午後４時
※30日㈪・31日㈫を除く。
▶ところ…総合学習センター（電話相談も可）
▶問い合わせ…☎645–6182（直通）
※�不登校や学校生活、子育てなどの悩み
相談をお受けします（受け付けは午後
３時30分まで）。

※�メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（青少年指導センター）
▶︎とき…月～金曜日 午後１時～５時
※30日㈪・31日㈫を除く。
▶ところ…青少年指導センター（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎631–4425（直通）
※�メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）。

障がい児療育相談（まんさくの丘）
▶︎とき…８日㈰ 午前10時～正午
▶ところ…まんさくの丘
▶問い合わせ…☎688–3540
※相談には事前の予約が必要です。

こども電話相談（こども家庭支援課）
▶︎とき…月～金曜日 
　　　　午前８時30分～午後５時15分
※30日㈪・31日㈫を除く。
▶ところ…こども家庭支援課（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎641–3636（直通）

外国人専門相談（国際交流センター）
▶︎とき…�４日㈬・18日㈬午前11時～午後３時
▶ところ…国際交流センター
▶問い合わせ…☎647–2275
※�相談言語…英語、中国語、韓国語（ベトナム語、
タガログ語、ポルトガル語、インドネシア語、
ネパール語での相談は要予約）。専門相談
では、在留資格、帰化、永住、婚姻、外国
からの呼び寄せ等の相談を受け付けます。
※�県行政書士会と連携して実施しています。
※�外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

消費生活相談
�問 消費生活センター ☎647–2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日 午前９時～午後５時
※29日㈰～31日㈫を除く。

消費生活法律相談
26日㈭午後２時～４時
※�事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。

ファーラ相談室
�問 男女共同参画センター（ファーラ）
　　☎645–8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時
※27日㈮～31日㈫を除く。
法律相談
13日㈮・20日㈮・27日㈮ 午後４時～６時
※12月２日から予約受け付け。
助産師による女性の健康相談
��思春期から更年期までの女性の健康、体の
悩み、出産と育児などの相談をお受けします。
※各相談には事前の予約が必要です。
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https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/
 令

和
6年

山
形
市
役
所

検
索

樹氷の今を見に行きませんか
詳しくは、P.2~5へ

・市職員採用ガイダンス
・年末年始のごみ・し尿の収集

・第11回山形ビッグウイングフェスティバル

特集
・  「当たり前」ではなく「貴重」な樹氷
・障がいのある人もない人も共に支え合う山形市をつくろう

くらし

イベント

No.2061 令和６年
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日
号
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